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今年４月から新地保育所と統合するため、浜保育所では最後となる
満了式が行われました。
今年の満了者は９人で、名前を呼ばれると元気いっぱいに返事をし

て、満了証書を受け取りました。
（写真：浜保育所満了式。13ページに関連記事掲載）



は
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
が
７
億
８，

７
１
９
万
２
千
円
（
前
年
比
６．

５
％
減
）、
老
人
保
健
特
別
会
計
が
８
億
４，

６
９
２
万
５

千
円
（
前
年
比
１．

１
％
減
）、
介
護
保
険
特
別
会
計
が
４

億
８，

８
４
４
万
８
千
円（
前
年
比
５．

８
％
増
）、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
が
５
億
２，

６
４
６
万
５
千
円
（
前
年

比
１．

４
％
減
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
が
１
億
４
７
６
万

１
千
円（
前
年
比
51．

４
％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、

は
発
足
か
ら
６
年
が
経
過
し

た
こ
と
か
ら
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
を
目
標
と
し
た
第
３
期
計
画

一般会計 
歳　　入 

町税（61.4％） 
23億5,705万8千円 

その他（その他（14.2％）％） 
5億4,233万円万円 

県支出金県支出金 
　（　（3.9％）％） 
1億5,132万円万円 

繰入金（繰入金（9.7％）％） 
3億7,129万7千円千円 

町債（5.9％） 
2億2,740万円 

国庫支出金（4.9％） 
1億8,759万5千円 

繰入金（9.7％） 
3億7,129万7千円 

町債（5.9％） 
2億2,740万円 

国庫支出金（4.9％） 
1億8,759万5千円 

その他（14.2％） 
5億4,233万円 

県支出金 
　（3.9％） 
1億5,132万円 

に
基
づ
き
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
新
た

な
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
介
護
予
防
を
重
視
す
る
仕
組

み
へ
の
転
換
を
は
じ
め
、
認
知
症
に
対
応
し
た
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
や
、
地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
ケ
ア
体
制
の
整

備
な
ど
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
地
域
に
密
着
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
新
地
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事
を
引
き
続
き
進
め
る

と
と
も
に
、
平
成
17
年
度
に
認
可
さ
れ
た
三
期
事
業
区
域
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

「
今
泉
地

区
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
で
事
業
が
完
了
し
、
年
度

内
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地方譲与税 149,743千円
利子割交付金 3,000千円
配当割交付金 500千円
株式等譲渡所得割交付金 500千円
地方消費税交付金 73,000千円
自動車取得税交付金 25,000千円
地方特例交付金 11,021千円
地方交付税 2千円
交通安全対策特別交付金 1,500千円
分担金及び負担金 63,332千円
使用料及び手数料 28,257千円
財産収入 44,475千円
寄附金 851千円
繰越金 30,000千円
諸収入 111,149千円

固定資産税 ２０億５，４７６万６千円

町　民　税 ２億４，０５２万７千円

町たばこ税 ４，４７８万０千円

軽自動車税 １，６９８万３千円

そ の 他 ２千円

平成18年度 
施政方針 

と
も
に
考
え
行
動
す
る

と
も
に
考
え
行
動
す
る 

　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 
と
も
に
考
え
行
動
す
る 

　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

一般会計 
歳　　出 

民生費民生費 
（20.5％）％） 
7億8,786万7千円千円 

民生費 
（20.5％） 
7億8,786万7千円 

土木費 
（16.2％） 
6億2,180万4千円 

総務費総務費 
（13.8％）％） 
5億3,033万5千円千円 公債費公債費 

（11％）％） 
4億1,977万4千円千円 

農林水産業費農林水産業費 
（10.8％）％） 
4億1,476万9千円千円 

教育費教育費 
（9.2％）％） 
3億5,324万5千円千円 

衛生費衛生費 
（8.9％）％） 
3億4,092万7千円千円 

土木費 
（16.2％） 
6億2,180万4千円 

総務費 
（13.8％） 
5億3,033万5千円 公債費 

（11％） 
4億1,977万4千円 

農林水産業費 
（10.8％） 
4億1,476万9千円 

教育費 
（9.2％） 
3億5,324万5千円 

衛生費 
（8.9％） 
3億4,092万7千円 

消防費（4.1％） 
1億5,862万6千円 

商工費（2.7％）1億329万1千円 議会費（2.2％）8,512万4千円 
その他（0.6％） 
　　　　　2,123万8千円 

国民健康保険 ７億８，７１９万２千円

老人保健 ８億４，６９２万５千円

介護保険 ４億８，８４４万８千円

公共下水道事業 ５億２，６４６万５千円

農業集落排水事業 １億０，４７６万１千円（人口：8,735人
平成18年３月１日現在）



町
で
は
、
昨
年
度
ま
で
町
づ
く

り
支
援
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
補
助
対

象
や
補
助
率
な
ど
の
制
度
の
見
直

し
を
行
い
、
行
政
区
や
地
域
づ
く

り
団
体
等
が
町
と
協
働
し
て
行
う

地
域
振
興
の
た
め
の
事
業
に
補
助

金
を
交
付
す
るをス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
常
磐
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
地
理
的
優
位
性

を
生
か
し
た
土
地
利
用
を
検
討
す

る
た
め

を
行
い
ま
す
。

は
、

鹿
狼
山
に
新
た
な
縦
走
コ
ー
ス
の

ほ
か
、
駐
車
場
や
案
内
板
の
整
備

を
行
い
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
や

さ
ら
な
る
誘
客
を
図
り
ま
す
。

３
年
目
を
迎
え
る

へ
の
助

成
や
、
中
・
高
生
を
海
外
に
派
遣

す
る

、
ま
た
、
夏
の

イ
べ
ン
ト

の
開
催
な
ど

も
継
続
し
ま
す
。

４
月
４
日
に
開
館
し
た

で
は
、
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

を
図
る
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
子
供
を

産
み
育
て
る
世
代
も
対
象
に
、
子

育
て
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
体
験

で
き
る
施
設
運
営
を
し
て
い
き
ま

す
。

ま
た
、
新
地
保
育
所
で
は
保
育

の
充
実
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

の
延
長
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

、
出
生
児
１
人
に
つ
き
３
万
円

の
祝
い
金
を
贈
る

、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
な
ど
を
行
う

を
継
続
し
ま
す
。

で
は
、
ゴ
ミ
の

分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
図

り
、
環
境
負
荷
の
軽
減
と
埋
め
立

て
施
設
の
延
命
化
を
図
る
た
め
、

４
月
か
ら
新
た
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
を

実
施
し
ま
す
。

（千円）
協働のまちづくり推進事業 7,000
常磐高速道活用調査事業 3,500
広域観光拠点整備事業 51,000
多目的交通事業（しんちゃんGO） 19,893
人づくり事業（海外派遣助成事業） 1,200
地域活性化イベント事業（遊海しんち） 423

（千円）
児童館運営費 12,202
チャイルドシート等購入設置奨励事業 200
出生児祝金交付事業 1,800
放課後児童健全育成支援事業 11,626
保育所運営費 239,267
生活ごみ収集運搬処理事業 16,061

健
康
づ
く
り
で
は
、
平
成
15
年

度
に
策
定
し
た
「
健
康
し
ん
ち
21
」

計
画
に
基
づ
き
、

な
ど
の
各
種
保
健
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
各
種
ガ
ン
検

診
等
に
つ
い
て
も
受
診
の
勧
奨
や

受
診
後
の
指
導
充
実
な
ど
に
よ
り
、

早
期
発
見
と
疾
病
予
防
対
策
に
努

め
ま
す
。

福
祉
関
係
で
は
、
心
身
障
が
い

者
の
医
療
費
や
支
援
費
な
ど
の

、
ひ
ま
わ
り

の
家
（
駒
ヶ
嶺
）
へ
の

な

ど
の
ほ
か
、
町
単
独
事
業
と
し
て
、

高
齢
者
の
外
出
支
援
・
訪
問
美
容

な
ど
を
行
う

な
ど
を
継

続
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、

精
神
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
運
営
を
助
成
す
る

、
障
が
い

者
福
祉
計
画
の
策
定
な
ど
を
行
う

、
介
護
保
険

制
度
改
正
に
伴
う
生
活
機
能
判
定

な
ど
を
行
う

等
を

行
い
ま
す
。

水
田
農
業
の
再
構
築
、
推
進
に

対
す
る
支
援
を
行
う
た
め
町
単
独

事
業
の

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
10
月
に
新
た
な
農
業
政
策
の

指
針
と
な
る
「
経
営
所
得
安
定
対

策
等
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
新
時
代
に
対
応
し
た
持
続

可
能
な
農
業
経
営
体
及
び
地
域
資

源
の
保
全
向
上
の
た
め
の
活
動
団

体
の
育
成
・
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、、

む
ら
づ
く
り
交
付
金
に
よ
る
整
備

の
実
施
計
画
を
策
定
す
る等

を
進
め

て
い
き
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、

を
引
き
続
き
実
施
す
る

ほ
か
、
町
有
林
の
下
刈
り
を
行
う

等
を
実
施
し
、

森
林
の
保
持
増
進
と
森
林
環
境
の

保
全
に
努
め
ま
す
。

道
路
整
備
関
係
に
つ
い
て
は
、

な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
安

全
・
安
心
で
快
適
に
利
用
で
き
る

道
路
改
良
、
歩
道
、
生
活
道
路
の

整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
老
朽
化
し
た
舗
装
補
修
や
道

路
区
画
線
の
再
設
置
、
道
路
法
面

及
び
砂
利
道
の
補
修
等
、
町
道
の

維
持
管
理
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

（千円）
住民健康診査事業 38,363
身体障がい者等扶助費 88,530
障がい者小規模作業所運営事業費 3,600
老人福祉サービス事業 780
敬老祝金交付事業 3,469
在宅緊急通報システム事業 3,070
精神障がい者居宅生活支援事業 517
障がい者福祉事業 1,544
地域支援事業 3,327
相馬方部衛生組合負担金 173,398
地域福祉基金利子充当事業 1,710
町敬老会開催経費 1,288
家族介護支援事業 4,680
在宅老人福祉事業 1,647
高齢者にやさしい住まいづくり助成事業 180
児童手当給付費 59,800
乳幼児医療費助成事業 19,200
ひとり親家庭医療費助成事業 2,820
予防接種事業 7,596

（千円）
米の生産調整推進事業 8,000
元気な地域づくり交付金事業 21,812
農村振興総合整備計画事業 10,000
松くい虫防除事業 10,265
町有林整備事業 2,582
ふるさと産業まつり 1,140
集落営農推進事業 376
売れる米づくり条件整備事業 1,472
老朽ため池等整備計画事業 8,000

（千円）

道路維持建設改良補修事業 12,286

道路改良事業 58,800

地方道路交付金事業 113,000

道路、河川愛護事業 5,935
河川・橋梁維持事業 2,500



平
成
16
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
を
活
用
し
て
進
め
て
い
るに

つ
い
て
は
、
本
年
度
は
木
造
二
階

建
て
３
棟
６
戸
と
木
造
平
屋
１
棟

２
戸
を
建
設
し
ま
す
。

は
、

事
業
区
域
の
都
市
計
画
決
定
の
手

続
き
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事
業

化
に
向
け
て
事
業
計
画
策
定
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
築

さ
れ
た
木
造
住
宅
の

や
、

は
継
続
し
ま
す
。

（千円）
町営住宅愛宕団地建替事業 129,147
新地駅前周辺整備事業 11,360
合併処理浄化槽設置補助事業 7,992
耐震診断補助事業 700

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
環
境

教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
職
場
実

習
活
動
な
ど
の
体
験
教
育
、
総
合

学
習
で
の
国
際
理
解
教
育
な
ど
特

色
あ
る
学
校
教
育
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、

や
数
学
学
力
推
進
員
を
配
置
す

る

、
中

学
生
対
象
の
ト
ラ
イ
塾
な
ど
の
事

業
を
継
続
し
て
進
め
る
ほ
か
、
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
よ
り
推
進

す
る
た
め

を
設
置
し
ま
す
。

芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、

や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
各
種
事
業
の
発
展
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
総
合
公

園
が
昨
年
度
に
全
面
完
成
し
た
こ

と
か
ら
、
本
年
５
月
に
設
立
予
定

の

を

主
体
と
し
た
、
町
民
総
参
加
の
ス

ポ
ー
ツ
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

（千円）
教育奨学資金貸付事業 23,000
基礎学力向上推進事業 2,835
福田小学校建設懇談会事業 362
芸術鑑賞事業 3,900
総合型地域スポーツクラブ育成事業 1,585
発掘調査事業 5,683
男女共同参画プラン推進事業 330
シニアリーダー研修・交流会事業 413
ふくしま駅伝大会出場事業 2,182
ロードレース大会事業 415

町
内
の
名
所
や
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
く
、「
自
然
の
中
を
歩
こ

う
会
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

家
族
や
友
人
を
誘
っ
て
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

４
月
29
日

午
前
９
時
集
合

鹿
狼
山
ふ
れ
あ
い
の
森
駐
車
場

左
コ
ー
ス
図
参
照

昼
食
時
は
豚
汁
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

当
日
悪
天
候
で
中
止
の
場
合
は
、

防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
健
康
福
祉
課

（

２
９
３
１)

・
保
健
セ
ン
タ
ー（

２
０
９
６
）

町では、行政区又は団体が実施する地域振興のための事業に対し補助金を交付します。この事業は、昨年まで実
施してきたまちづくり支援事業に変わる制度で、補助対象や補助率などの見直しを行い、新たにスタートするもの
です。補助対象事業、補助金の額等は下表のとおりです。どうぞご利用ください。

役場企画振興課（ ２１１２）

人材育成、広報・ＰＲ、福祉、子育て支援、伝統文化の伝承、花いっぱい運動、
行政区が行うレクリエーション等の活動事業など。
生活環境の整備及び産業、観光、文化、スポーツ・レクリェーション等の施設
及び設備の整備事業など。

総事業費が１件５万円以上の次に掲げる事業
■地区別計画の実現に寄与すると認め
られる事業。
・行政区の総意による事業として、当該
地区住民の理解が得られていること。
・行政区内はもとより広域的な地域振
興が図られること。

補助対象となる事業経費は次のとおりです。
報償費（講師謝礼等）
旅費（研修旅行に要する費用等）
需用費（消耗品費、印刷製本費等。ただし、景品代は総事業費の２分の１以内とし、食料
（飲食）代は除く）
役務費（通信運搬費・広告宣伝費等）
委託費（やむを得ず業者委託する直接工事費等）
使用料及び賃借料（会場使用料等）
その他町長が必要と認める経費

補助対象経費の５分の４以内
■補助金の限度額
○ソフト事業　→　３０万円
※行政区が行うレクリエーション活動については、毎年度別に定める。
○ハード事業　→　５０万円

町長が特に必要と認める場合は、この限りではありません。

補助対象経費の３分の２以内

■同一事業２年を限度とし、地域の資源や特性を活か
した地域振興のために行う次に該当している事業。
・営利を目的とするものではなく、地域振興のために
行われる事業であること。
・団体の事業として継続的に取り組むものであるこ
と。

地域振興に寄与する事業を行う団体等で、町民10人
以上の構成員を有する組織。

町観光協会では、下記のとおり花いっぱい運動の参
加団体を募集します。参加団体には、サルビア、マリ
ーゴールドの苗又は種のほか、肥料も配付します。行
政区や地区のほか、団体でも参加できます。

役場企画振興課にある申込用紙に必要
事項を記入してお申し込みください。
４月20日
申込多数の場合、希望数量にならない場合が

あります。（観光協会で調整させていただきます）

６月上旬に必要数を育苗者のところへ受け取り
に行っていただきます。

４月下旬に必要数を役場に取りに来ていただき
ます。また、苗床（カップ）も同時にお渡しします。

肥料は、相馬方部衛生組合衛生センターへ取り
に行っていただきます。

町観光協会事務局（町企画振興課内）
（ ２１１２）



今
回
の
見
直
し
の
特
徴
は
、「
介

護
予
防
」「
自
立
支
援
」
の
強
化
で

す
。
介
護
予
防
と
は
、
で
き
る
限

り
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
、
た
と
え
要
介
護
の
状
態

に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪
化
し
な

い
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
で
す
。
介

護
予
防
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
制
度
本
来
の
理
念
で
あ
る

自
立
支
援
を
実
現
す
る
、
そ
れ
が

新
し
い
介
護
保
険
制
度
の
目
標
で

す
。こ

れ
ま
で
の
、
要
介
護
状
態
の

区
分
が
従
来
の
６
段
階
か
ら
、
要

支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
〜
５
の

７
段
階
に
な
り
ま
す
。
要
支
援
も

要
介
護
も
一
部
を
除
い
て
、
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
は
ほ
ぼ
同

じ
で
す
が
、
要
支
援
１
・
２
の
方

に
つ
い
て
は
、
よ
り
「
目
標
指
向

型
」
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
へ
再

編
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

を
設
置
し
、
高
齢

者
の
生
活
を
総
合
的
に
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
在
宅
と
施
設
介
護
の

中
間
的
役
割
を
担
う
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
在
宅
支

援
を
強
化
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
が
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
す
。

低
所
得
の
方
に
配
慮
し
、
保
険

料
段
階
が
細
分
化
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

の

対
象
と
な
る
年
金
が
、
老
齢
・
退

職
年
金
だ
け
で
な
く
、
遺
族
・
障

が
い
年
金
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

健
康
福
祉
課
（

２
９
３
１)

地域包括支援センターは、町が新地福祉
会に委託をして、保健師、社会福祉士、主
任ケアマネージャーを配置し、高齢者への
総合的な支援を行います。

高齢者の方からの相談や訪問して実態の
把握を行い、必要なサービスにつなげます。
また、高齢者の虐待の防止などの人権擁護
にも努めます。

介護予防事業、新たな予防給付が効果的
かつ効率的に提供されるよう、適切なマネ
ジメントを行います。

高齢者に対し、包括的かつ継続的なサー
ビスが提供されるよう、地域の多様な社会
資源を活用したケアマネジメント体制の構
築を支援します。

第１段階 第１段階

・老齢福祉年金受給者
で、本人及び世帯全員
が住民税非課税
・生活保護受給者等

円
1,600

円
1,600

円
2,400

円
19,200

円
19,200

円
28,800

円
3,200

円
38,400

円
4,000

円
48,000

円
4,800

円
57,600

本人及び世帯全員が住民
税世帯非課税、合計所得
金額と課税年金収入が80
万円以下
世帯全員が住民非課税で
第２段階以外

住民税本人非課税

住民税本人課税（本人の
合計所得金額が200万円
未満）
住民税本人課税（本人の
合計所得金額が200万円
以上）

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

生活保護受給者等

住民税世帯非課税

住民税本人非課税

住民税本人課税（本人
の合計所得金額が200万
円未満）
住民税本人課税（本人
の合計所得金額が200万
円以上）

申　請 

認定調査 

一次判定（コンピュータ判定） 

二次判定（介護認定審査会） 主治医意見書 

介護を必要とする方は、町健康福祉課で要介護認定の 
申請をしてください。 

全国共通の調査票を用いて町の担当者や専門の調査員 
が本人と家族に聞き取り調査をします。 

調査票をコンピュータ分析し、 
要介護状態区分を判定します。 

医師から介護を必要とする原因疾患 
などについての記載を受けます。 

　保健、医療、福祉 
の専門家が審査を行 
い、介護給付対象者 
と新予防給付対象者 
に振り分けます。 

介護予防サービス計画（介護予防ケアプラン）の作成 

地域包括支援センター 

介護サービス計画（ケアプラン）の作成 

居宅介護支援事業所 

一定期間ごとに要介護認定を更新 一定期間ごとに効果を評価、プランを見直し 

介護は必要ない 
が虚弱な高齢者 

要介護認定 
の非該当者 

要介護認定 
の非該当者 これまで 

平成18年 
４月から 

要支援 

要支援1 要支援2要介護1

要介護1 要介護2～5

要介護2～5

　介護保険のサービスによっ
て、生活機能の維持・改善を
図ることが適切な方。日常生
活において介助を必要とする
度合いの高い方が対象。 

　介護保険の対象だが、要介護
状態が軽く、生活機能が改善す
る可能性の高い方。日常生活の
一部に介助が必要だが、適切に
サービスを利用すれば改善する
見込みの高い方が対象。 

　介護保険の対象にはならない
が、生活機能が低下している虚
弱高齢者など、将来的にその危
険性が高い方。また、自立して
生活しているが、下肢機能の低
下や低栄養、閉じこもりなどが
心配される方が対象。 

地域支援事業の介護予防サービス 地域支援事業の介護予防サービス 
地域支援事業の介護予防サービス 

・運動機能の向上 
・栄養改善 
・口腔機能の向上 
・閉じこもり予防・支援 
・認知症予防・支援 
・うつ病予防・支援　など 
 

　　（新予防給付） 
・介護予防通所介護 
・介護予防通所リハビリテーション 
・介護予防訪問介護 
・介護予防訪問入浴介護 
・介護予防訪問リハビリテーション 
　　　　　　　　　　など 

　　（介護給付） 
・通所介護 
・通所リハビリテーション 
・訪問介護 
・訪問入浴介護 
・訪問リハビリテーション 
・訪問看護　など 

新しい介護保険の全体像 



平
成
13
年
度
か
ら
の
前
期
５
ヵ

年
基
本
計
画
が
平
成
17
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
18
年
度

か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
後
期
５

ヵ
年
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

基
本
構
想
の
将
来
数
値
目
標
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

町
児
童
館
の
設
置
に
伴
う
条
例

の
制
定
、
新
地
保
育
所
と
浜
保
育

所
統
合
に
伴
う
条
例
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
町
児
童
館
設

置
・
新
地
保
育
所
増
設
に
よ
り
、

公
民
館
グ
ラ
ン
ド
を
廃
止
す
る
た

め
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
並
び
に
福
島
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
、
給
料

月
額
を
平
均
４．

８
％
引
き
下
げ

る
な
ど
、
職
員
の
給
与
制
度
の
抜

本
的
な
構
造
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
住
居
手
当(

持
ち
家
に
対
す
る

も
の)

制
度
を
当
分
の
間
適
用
し
な

い
ほ
か
、
平
成
19
年
３
月
ま
で
経

過
措
置
を
設
け
て
い
た
寒
冷
地
手

当
支
給
期
間
を
１
年
繰
り
上
げ
、

平
成
18
年
３
月
を
も
っ
て
廃
止
す

る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２，

５

９
９
万
３
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
歳

入
で
は
、
町
営
住
宅
建
設
事
業
な

ど
の
町
債
３，

８
３
０
万
円
の
追

加
、
国
庫
補
助
金
の
町
営
住
宅
建

設
事
業
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
等
１，

０
３
０
万
６
千
円
の
追
加
、
特
別

交
付
税
１，

８
０
５
万
８
千
円
の

追
加
な
ど
で
す
。

歳
出
で
は
、
各
費
目
に
お
い
て

経
費
節
減
や
年
度
末
の
事
業
完
了

に
よ
る
執
行
残
額
を
減
額
調
整
し

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
が
１，

５
８
６

万
３
千
円
、
介
護
保
険
が
３，

３

５
８
万
６
千
円
、
公
共
下
水
道
事

業
が
44
万
１
千
円
を
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

老
人
保
健
に
つ
い
て
は
、
歳
入
・

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
減
額

し
ま
し
た
。

町では、４月１日付けで職員35件の人事異動を行いました。異動の内容は次のとおりです。

【新任職】 【前任職】

総務課長兼会計室長〈収入役職務代理者〉 佐　藤　清　孝 （総務課長）
生涯学習課長 目　黒　壽　幸 （農業委員会事務局長）
農林水産課長兼農業委員会事務局長 星　　　　　實 （農林水産課長）
教育総務課長兼図書館長 中　江　　　哲 （教育総務課長兼生涯学習課長）
町民課長 目　黒　治　光 （町民課長兼子育て支援係長事務取扱）

農業委員会事務局副主幹兼事務局次長〈局長補佐〉駒木根　孝　彦 （総務課副主幹兼課長補佐兼財政係長）

町民課副主幹兼生活環境係長 渡　部　和　秋 （図書館副主幹兼図書館長心得兼管理係長）
総務課副主幹兼財政係長 岡　崎　利　光 （町民課副主幹兼生活環境係長）
農林水産課副主幹〈農林水産係〉 齋　藤　　　修 （教育総務課副主幹〈総務学校係〉）
町民課副主幹兼児童館長 橋　本　昭　子 （町民課副主幹兼浜保育所長）
町民課副主幹兼駒ヶ嶺保育所主任保育長 早　見　礼　子 （町民課副主幹兼福田保育所主任保育長）
町民課副主幹兼新地保育所主任保育長 駒木根　幸　子 （町民課副主幹兼浜保育所主任保育長）
町民課副主幹兼福田保育所主任保育長 菅　野　優　子 （町民課副主幹兼新地保育所主任保育長）
町民課副主幹兼新地保育所主任保育長 伏　見　よし子 （町民課副主幹兼駒ヶ嶺保育所主任保育長)
町民課副主幹兼新地保育所主任保育士 伊　藤　芳　子 （町民課副主幹兼浜保育所主任保育士）
町民課副主幹兼新地保育所主任保育士 大　槻　成　子 （町民課副主幹兼駒ヶ嶺保育所主任保育士)
町民課副主幹兼新地保育所主任保育士 荒　　　よし子 （町民課副主幹兼浜保育所主任保育士）

図書館主任主査兼管理係長 目　黒　佳　子 （図書館主任主査〈管理係〉）
町民課主任主査兼子育て支援係長 泉　田　晴　平 （企画振興課主任主査〈企画調整係〉）
駒ヶ嶺保育所主任保育士 齋　藤　博　子 （浜保育所主任保育士）
新地小学校主任調理員 小　島　仁　子 （浜保育所主任調理員）

教育総務課総務学校係主査 菅　野　正　浩 （健康福祉課保険係主査）
健康福祉課福祉係主査 菅　野　智　佳 （総務課総務係主査）
建設課管理係主査 常　陸　浩　一 （生涯学習課社会教育主事〈生涯学習係主査〉）
健康福祉課保険係主査 黒　沢　賢　二 （農林水産課農林水産係主査）

総務課総務係主事 佐　藤　武　伸 （総務課総務係主事〈議会事務局・監査委員会併任〉）
企画振興課企画調整係主事 齋　藤　敬　一 （町民課町民係主事）
図書館管理係主事 森　　　幸　英 （建設課管理係主事）
農林水産課農林水産係主事 後　藤　茂　範 （企画振興課まちづくり振興係主事）
都市計画課下水道係主事 唯　野　　　淳 （税務課固定資産係主事）
総務課総務係主事〈議会事務局・監査委員会併任〉寺　島　一　宏 （企画振興課企画調整係主事）
企画振興課企画調整係主事 伊　藤　貴　志 （都市計画課下水道係主事）
町民課町民係主事 加　藤　伸　也 （農林水産課農林水産係主事）
税務課固定資産係主事 福　島　大　佑 （健康福祉課福祉係主事）

総務課付課長（相馬地方広域水道企業団派遣）目　黒　　　巖

桜
花
爛
漫
の
良
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
こ
と
、
こ
の
度
、
３

月
31
日
付
け
を
以
て
新
地
町
収

入
役
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
平
成
15
年
７
月

か
ら
２
年
９
ヵ
月
間
、
収
入
役

と
し
て
新
地
町
の
出
納
責
任
者

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
町
民
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
得
て
、
無
事
そ
の
職

務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
つ
い
て
心
か
ら
お
礼
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
一
町
民
と
し

て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自

立
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
い
さ

さ
か
な
り
と
も
意
を
注
い
で
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
新
地
町
の
さ
ら

な
る
発
展
と
町
民
皆
さ
ま
の
ご

多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



町内の各小中学校と新地高校で卒業式が、４つの保育所で
は満了式がそれぞれ行われました。
３小学校では89人、尚英中学校で85人、新地高校で73人が
卒業、４保育所では74人が満了を迎え、それぞれ楽しかった思
い出を胸に、新しい生活に向けて旅立ちました。
また、４月から新地保育所と統合する浜保育所では、満了
式終了後、閉所式が行われました。式では、児童から町へ鍵の
返還がされたあと、記念品として浜保育所の写真入りの色紙
が児童全員に贈られました。

町
と
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が
２
月
28

日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
町
民
87
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
福
島
大
学
教
授
の
安

田
俊
広
先
生
が
「
運
動
を
適
度
に
行
う

こ
と
で
、
健
康
を
促
進
し
、
元
気
で
長
生

き
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
事
例
の
紹
介
や
、

参
加
者
と
一
緒
に
体
操
し
な
が
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
と
健
康
の
関
連
性
な
ど
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

町
の
防
火
パ
レ
ー
ド
が
春
の
火
災
予

防
週
間
期
間
中
の
３
月
５
日
、
町
消
防

団
や
新
地
分
署
、
町
危
険
物
安
全
協
会
、

町
防
火
管
理
協
議
会
か
ら
、
消
防
車
25

台
、
約
70
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。パ

レ
ー
ド
は
、
役
場
南
広
場
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
町
中
心
部
を
巡
回
し
た
あ
と
、

福
田
、
新
地
、
駒
ヶ
嶺
の
各
方
部
に
分

か
れ
て
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

町では、全国大会や東北大会に出場するチームや選手
に、激励金を贈りました。
（敬称略）
【全国大会】
◇第24回全国高等学校選抜ソフトボール大会
・石田奈未（東北生活文化大学高等学校１年：高田）
・荒　舞衣（東北生活文化大学高等学校１年：木崎）
◇第３回全国スポーツ少年団バレーボール交流大会
・尚英ガッツジュニアバレーボールクラブ
◇第３回全国ホープス選抜卓球大会
・鈴木翔太（駒ヶ嶺小５年：藤崎）

【東北大会】
◇第17回アクエリアス杯争奪
東北さわやか少年サッカーフェスティバル大会
・新妻裕太（渋民）
・山木健太郎（岡）
・渡辺駿斗（富倉）

町教育委員会、町郷土史研究会主催の「新地町歴史講
座」が３月12日、農村環境改善センターで行われ町民約
50人が参加しました。
講座では、福島県民俗学会会長・新地町文化財保護審
議会副会長の大迫徳行先生が、新地町に昔から伝わるハ
ヤマ信仰についての講演を行い、福田地区で行われてい
た、豊作を願っての地区民同士の種籾の交換や、馬産信
仰としての絵馬流しなどの事例などが紹介され、参加者た
ちは新地町に伝わる歴史を学びました。
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一
般
的
に
は
、
排
便
の
な
い
日
が

長
く
続
い
て
い
る
時
に
、『
便
秘
』

を
感
じ
る
よ
う
で
す
が
、
本
来
は
排

便
の
回
数
で
は
な
く
、
１
日
１
回
で

も「
便
が
硬
く
て
出
に
く
い
」「
お
腹

が
す
っ
き
り
し
な
い
」
と
感
じ
た
時

を
便
秘
と
い
い
ま
す
。
今
回
は
、
便

秘
の
主
な
原
因
と
食
事
の
と
り
方
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
本
人
に
１
番
多
い
タ
イ
プ
で
、

不
規
則
な
食
事
や
運
動
不
足
な
ど

が
原
因
で
腸
の
運
動
が
鈍
く
な
る

た
め
に
起
こ
り
ま
す
。

便
通
を
よ
く
し
て
く
れ
る
食
物

繊
維
（
豆
類
・
さ
つ
ま
芋
・
玄

米
・
野
菜
・
果
物
な
ど
）
や
、
筋

肉
や
神
経
の
働
き
を
高
め
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
（
落
花
生
・
く
る
み
・

豚
肉
・
し
い
た
け
な
ど
）
を
と
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

精
神
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
腸
の

緊
張
が
高
ま
る
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。
排
便
後
す
っ
き
り
し
な
い
、

下
痢
を
伴
う
な
ど
の
症
状
が
あ
り

４
日

各
保
育
所

下
旬

各
保
育
所

今
年
も
か
わ
い
い
笑
顔
の
友
だ

ち
を
迎
え
、
保
育
所
の
１
年
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
心
身
と
も
に
健
康
で
よ
く
遊

ぶ
子
ど
も
」
と
い
う
保
育
目
標
の

も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
１
年
間
元

気
に
過
ご
せ
る
よ
う
保
育
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
『
安
全
』

が
一
番
大
切
で
す
。

保
育
所
で
は
、
避
難
訓
練
を
毎

月
実
施
し
、
火
災
や
地
震
時
の
避

難
方
法
を
練
習
し
た
り
、
防
犯
訓

練
や
交
通
安
全
教
室
も
行
い
、
自

分
の
身
を
守
る
方
法
を
年
齢
に
合

わ
せ
て
教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
の
遊
具
は
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ
る
よ
う

に
保
育
士
が
定
期
的
に
点
検
と
消

毒
を
行
う
な
ど
、
い
つ
で
も
快
適

保
育
所
ま
で
の
送
迎
は
保
護
者

の
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

不
審
者
対
策
と
し
て
、
お
迎
え
の

方
が
変
更
に
な
る
時
は
必
ず
保
育

所
に
連
絡
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
送
迎
時
に
は
、
保
護
者

と
保
育
士
が
お
子
さ
ん
の
健
康
状

態
な
ど
を
連
絡
し
合
い
、
健
康
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
子
ど
も
、
保
育
所
、

家
庭
が
一
体
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
、

安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く

り
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

これまでの保育時間は、午前７時30分から午後６時まででしたが、
４月からは、朝は午前７時から、夕は午後７時まで延長します。
午後６時以降の延長保育を希望する場合は事前に申し込みが必要
です。また、１人１回につき100円の利用料を当日お支払いいただき
ます。詳しくは新地保育所（ ２２７７）、又は町民課子育て支援
係（ ２１１６）までお問い合わせください。

アフリカの草原の支配
者ライオンとて、決して
楽には生きられない。み
んな生きていくのは大変
で、だからこそどこかで
互いに頼られ助けられな
がら、楽しくて幸せなの
だ。雄と雌、命の極限を
しなやかに描くエッセイ。

『みんな大変』
渡辺　淳一

大人は完璧ではない。
若さを取り戻せば人生に
失敗しないと言い切れる
だろうか。女子高校生・
美羽とその母・柊子があ
る日突然入れ替わって。

『今夜は心だけ抱いて』
唯川　恵

しんくんがテクテク、
ゆうちゃんがポコポコあ
るいていると、ライオン
にあいました。｢どうし
たの？｣ときいてみると。
またまたへんしん、へん
てこライオンのおはな
し。

『どうしたの？へんてこライオン』
長　新太

１００年も前にハンセ
ン病の療養所をつくっ
た、綱脇竜妙というお坊
さん。彼の生涯と思想を
テーマに博士号を取得し
たイギリス人の著者が、
その勇気ある生き方を紹
介する。

『ハンセン病の療養所をつくったお坊さん』
トレヴァー・マーフィ

『教室の正義』 赤川　次郎
『歴代天皇・皇后総覧』
『花粉症ふっとばし完全カタログ』 山西　敏朗
『ディズニーファンタジービーズモチーフ』

佐々木公子

『アルテミス・ファウル（永遠の暗号）』
オーエン・コルファー

『フェリックスと異界の伝説３』
エリザベス・ケイ

『かいけつゾロリのなぞのおたから大さくせん』
原　ゆたか

『ポケモン全キャラ大事典』

『ペンギンのパレード』

『ｆｏ（ｕ）ｒ』 ＣＨＥＭＩＳＴＲＹ
『ＣＵＲＴＡＩＮ　ＣＡＬＬ』 ＥＭＩＮ　Ｍ

４月２３日(日)～５月１２日(金)

ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
炭

酸
飲
料
・
食
物
繊
維
・
脂
肪
の
多

い
食
品
・
油
炒
め
・
冷
た
い
飲
み

物
な
ど
、
腸
を
刺
激
す
る
も
の
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ

う
に
、
運
動
す
る
な
ど
し
て
、
気

分
転
換
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

①
適
度
な
運
動

腹
筋
運
動
を
中
心
に
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
規
則
正
し
い
食
事

朝
・
昼
・
夜
の
３
食
は
、な
る
べ
く

決
ま
っ
た
時
間
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
水
分
補
給

朝
起
き
た
ら
コ
ッ
プ
１
杯
の
水

を
飲
む
な
ど
、
意
識
的
に
水
分
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

④
排
便
の
リ
ズ
ム

朝
食
後
ト
イ
レ
に
行
く
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

便
秘
が
続
く
と
、
腹
部
の
膨
満

感
、
肌
荒
れ
や
大
腸
ガ
ン
な
ど
の

い
ろ
い
ろ
な
症
状
・
病
気
を
招
く

原
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

薬
を
使
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方

法
で
す
が
、
ま
ず
は
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
で
、
便
秘
の
解

消
・
病
気
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

Ｅ



◎場所は保健センター

※平日の修理は上記業者にお申し込みください。

福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田30番
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ふ
れあ
いと創造のまち

佐
藤
精
一
さ
ん
（
相
馬
市
）
よ
り

故
河
内
す
ゑ
子
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
河
内
正
雄
さ
ん
（
富
倉
）
よ

り
／
故
只
野
チ
カ
さ
ん
の
ご
遺
志

と
し
て
只
野
勝
美
さ
ん
（
渋
民
）

よ
り

故
荒
安
三
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

荒
義
夫
さ
ん
（
中
里
）
よ
り

故
齋
藤
均
さ
ん
の
ご
遺
志
と
し
て

齋
藤
幸
子
さ
ん
（
中
里
）
よ
り

谷
博
さ
ん(

相
馬
市)

よ
り
／
埓
浜

神
楽
保
存
会
よ
り
／
白
石
カ
ツ
さ

ん(

今
神)

よ
り
／
目
黒
伸
雄
さ
ん

(

杉
目)

よ
り
／
佐
藤
照
子
さ
ん(

富

倉)

よ
り
／
斎
藤
秀
樹
さ
ん(

中
里)

よ
り
／
只
野
勝
美
さ
ん(

渋
民)

よ
り

埓
浜
神
楽
保
存
会
よ
り
神
楽
の
舞

い
15
人
／
只
野
和
子
オ
カ
リ
ナ
教

室
よ
り
オ
カ
リ
ナ
演
奏
20
人
／
琴

伝
流
大
正
琴
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
さ
ゆ

り
会
よ
り
琴
演
奏
29
人
／
竜
玄
海

よ
り
舞
踊
25
人
／
特
養
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
28
回
56
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん

１
回
２
人
／
新
地
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
１
回
２
人
／
レ
マ
ン
の
会
１

回
２
人
／
漁
協
婦
人
部
１
回
３

人
／
ひ
ま
わ
り
の
家
２
回
４
人

町
で
は
、
今
年
度
の
畜
犬
登
録

及
び
狂
犬
病
予
防
接
種
を
下
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
。

町
民
課
（

２
１
１
６
）

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
４
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

営
利
目
的
と
し
な
い

団
体
及
び
個
人
。

出
店
物
は
飲
食
物
以

外
。
準
備
、
販
売
、
撤
去
に
つ
い

て
は
出
店
者
の
責
任
で
実
施
。

50
店
舗

４
月
15
日

か
ら
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
で
受
け
付
け
ま
す
。（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）新

地
発
電
所
わ

「手を上げて しっかり見よう 右左」
「子どもと高齢者の交通事故防止」

①自転車の安全利用の推進
②シートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底
③飲酒運転、速度超過などの悪質・危険な運
転の追放

町
で
は
、
町
営
住
宅
「
愛
宕
団

地
」「
中
里
団
地
」「
新
林
団
地
」

の
入
居
者
を
、
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。（
構
造
は
す
べ
て
木
造
２

階
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
す
）

谷
地
小
屋
字
愛
宕
地
内

３
戸２

７，

７
０
０
円

〜
６
０，

９
０
０
円
（
収
入
に
応

じ
て
決
定
し
ま
す
。
駐
車
場
使
用

料
は
、
１
台
１，

４
０
０
円
）

福
田
字
清
水
地
内

３
戸２

４，

２
０
０
円

〜
５
４，

１
０
０
円
（
収
入
に
応

じ
て
決
定
し
ま
す
。
駐
車
場
使
用

料
は
、
１
台
１，

５
０
０
円
）

駒
ヶ
嶺
字
新
林
地
内

１
戸１

７，

０
０
０
円

〜
３
７，

３
０
０
円
（
収
入
に
応

じ
て
決
定
し
ま
す
。
駐
車
場
使
用

料
は
、
１
台
１，

４
０
０
円
。
浄

化
槽
管
理
費
２，

０
０
０
円
）

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方
。

・
現
在
も
同
居
し
、
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方
。

（
た
だ
し
、
60
歳
以
上
の
方
や
条
例

で
定
め
る
方
に
つ
い
て
は
単
身
で

も
入
居
出
来
ま
す
）

・
収
入
が
決
め
ら
れ
た
額
以
下
で

あ
る
方
。（
一
律
の
額
で
は
な
く
、

人
数
や
家
族
の
状
況
に
よ
り
異
な

り
ま
す
）

申
し
込
み
は
１
つ
の

団
地
に
限
り
ま
す
。
町
都
市
計
画

課
に
あ
る
入
居
申
込
書
に
入
居
希

望
の
団
地
名
と
そ
の
他
の
必
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
類
の
返
却
は
い
た
し

ま
せ
ん
）

応
募
数
が
募
集
戸
数
を

上
回
っ
た
場
合
は
、
選
考
委
員
会

で
選
考
し
ま
す
。

４
月
19
日

ま
で

５
月
１
日

〜

都
市
計
画
課
（

２
１
１
３
）

相
馬
社
会
保
険
事
務
所
で
は
年

金
相
談
会(

集
合
徴
収)

を
行
い
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
や
納
付
に
関
し
て
相
談
の
あ
る

方
は
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
当
日
は
免
除
申
請
の
相

談
も
行
い
ま
す
。
申
請
さ
れ
る
方

は
印
鑑
、
年
金
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。４

月
23
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

平
成
16
年
１
月
１
日
以

降
に
失
業
さ
れ
た
方
は
、
離
職
票

又
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
平
成
17
年
１

月
１
日
以
降
に
転
入
の
方
は
、
１

月
１
日
居
住
の
市
区
町
村
発
行
の

課
税
証
明
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど

が
必
要
で
す
。

・
相
馬
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課
（

５
１
７
３
）

・
町
健
康
福
祉
課（

２
９
３
２
）

※新規に登録する方は、１頭につき6,100円(登録料3,000円、注射料2,550円、注射済交付料550円)。既に登録されて
いる方は、１頭につき3,100円(注射料2,550円、注射済交付料550円)かかりますので、当日会場でお支払いくださ
い。また、生後３カ月未満、又は妊娠中の犬は狂犬病予防注射を受けられません。

9:30～10:00 10:20～10:50 11:10～11:50 13:30～14:00 14:20～14:50 15:10～15:30
４月24日(月) 沢口公会堂 鉄炮町公会堂 勤労青少年ホーム 木崎公会堂 作田公会堂 埓浜公会堂
４月25日(火) 菅谷公会堂 高田公会堂 駒ケ嶺公民館 藤崎公会堂 今泉公会堂
４月26日(水) 原相善公会堂 富倉公会堂 小川公会堂 大戸浜公会堂下 釣師公会堂

４月27日(木) 上真弓公会堂 下真弓公会堂 岡 公 会 堂 杉目公会堂
役場南側駐車場
車庫前

町
教
育
委
員
会
で
は
、
４
月
か

ら
11
月
ま
で
の
毎
月
第
４
土
曜
日

に
、
町
内
の
伝
説
・
昔
話
の
お
話

会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

観
海
堂
の
囲
炉
裏
端
で
昔
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
は
昔

話
に
加
え
、
昔
の
遊
び
体
験
な
ど

も
行
い
ま
す
。

４
月
22
日

午
後
２
時
〜
３
時

観
海
堂

小
野
ト
メ
ヨ
さ
ん
（
中

島
）
ほ
か
、
町
内
の
語
り
部
の
み

な
さ
ん

教
育
委
員
会
（

４
４
７
７
）

く
わ
く
ラ
ン
ド
（

４
７
２
２
）

新地町の春の風物として定着したチューリップ祭りが、今年も新地
城趾会のみなさんにより開催されます。
４月29日には、ビンゴゲームや地場産品・野菜の販売などのイベン

トもあります。なお、期間中はチューリップの販売も行っています。
新地城趾会　会長　泉田豊治（ ２９５７）

昨年10月から遊具の整備や芝張り等工事
を行っていた「こどもの森」は、５月から
利用できます。なお、４月中は芝の養生の
ため立入禁止になっていますので、皆さん
のご理解をお願いします。

新地公民館（ ２０８５）



く
も
り
空
の
３
月
最
後
の
日
曜

日
、
町
内
一
斉
に
環
境
美
化
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

早
朝
６
時
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親

子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
腰

を
曲
げ
な
が
ら
も
側
溝
の
空
き
カ
ン

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
一
つ
ひ
と
つ

拾
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
、
み
な
さ
ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
町
内
も
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。新
学
期
を
迎
え
る
子
ど
も

た
ち
も
４
月
か
ら
は
気
持
ち
よ
く
ス
タ

ー
ト
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
公
衆
道
徳
の
欠
如

は
大
変
残
念
で
す
。
マ
イ
カ
ー
に
乗

る
と
き
は
靴
を
脱
い
で
乗
る
人
が
、

運
転
席
か
ら
灰
皿
い
っ
ぱ
い
の
た
ば

こ
の
吸
い
殻
を
平
然
と
駐
車
場
に
捨

て
て
い
く
。

一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
、

町
内
総
出
で
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
し
な
く

て
よ
い
も
の
を
、
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
大
人
が
公
共
マ
ナ
ー
の
手

本
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
み

ん
な
で
私
た
ち
の
住
む
自
然
を
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新地町明るい選挙推進協議会が、平成17年度明る
い選挙推進運動優良団体表彰を受賞し、３月６日に
東京で行われた（財）明るい選挙推進協会総会の席上
で、片平昭六会長が表彰状を受け取りました。この
賞は、明るい選挙活動に積極的に取り組み、他の模
範となる団体に贈られるもので、全国の市区町村の
中から16団体が表彰されました。
新地町は、相双地域の中で常に上位の投票率を記
録しており、投票総参加の呼びかけなどの啓発活動
のほか、国、県主催の各種研修事業等に積極的に参
加するなど活発な活動を行っていることが評価されま
した。

狼沢地区自治会（代表　岡田義則）が、宝くじ助
成を受けて建設を進めていた狼沢集会所が２月28日に
完成し、３月12日に落成式が行われました。
狼沢地区集会所の建て替えは、狼沢地区自治会会
員の長年の願いでした。完成した集会所は、集会室の
ほか、湯沸室や倉庫を備え、バリアフリー対応の施設
となっています。

・場所　新地町谷地小屋字北狼沢19-4
・構造　木造平屋建て
・延床面積　105.99㎡（集会室、湯沸室、玄関ホー

ル、倉庫、トイレ等）

任
期
満
了
に
伴
う
相
馬
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者
選
任
の

協
議
が
２
月
６
日
に
行
わ
れ
、
そ

の
結
果
、
渡
辺
一
成
南
相
馬
市
長

が
管
理
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

43
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

熊
川
宏
美
校
長
か
ら
、
卒
業
生

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
鉾
建

隼
さ
ん
が
看
護
の
道
へ
の
決
意
を

込
め
て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
、
看
護
師
と
し
て
相

馬
地
方
や
県
内
外
の
医
療
現
場
へ
、

ま
た
、
保
健
師
、
助
産
師
を
め
ざ

す
た
め
に
進
学
し
ま
す
。

７
〃
15
〃

中旬

18

桜まつり （～23日　相馬市　馬陵公園）
桜まつり点灯式(南相馬市原町区　夜ノ森公園）
古武道演武大会（相馬市　相馬中村神社境内）
万葉の里かしま春まつり

（～16日　南相馬市鹿島区内）
浮舟まつり

（南相馬市小高区　相馬小高神社境内）
春まつり （～19日　相馬市　相馬中村神社）

23

〃
〃
〃

野馬追振興春季競馬大会
（南相馬市原町区　雲雀ヶ原祭場地）

春の商業まつり（南相馬市原町区　駅通り・旭公園）
懸の森山開き （南相馬市小高区　羽倉懸の森）
第16回スポーツ少年団対抗はやま湖駅伝競走全国大会

（飯舘村　大倉はやま湖周辺）
３ 種苗市 （～5日　南相馬市原町区　旭公園） 24 The 23 r d EWPC Cong r e s s‘06

（～27日　南相馬市原町区　南相馬市馬事公苑）

４
11

松川浦沖釣り大会 （相馬市　松川浦沖）
相馬流れ山全国大会
（南相馬市原町区　南相馬市市民文化会館）

17 相馬宇多郷神楽舞
（～18日　相馬市坪田　雷神社）

１
〃

９
14

中旬
20
22
〃
〃

新田川あゆ解禁 （南相馬市原町区　新田川）
右田浜キャンプ場オープン
(～8月31日　南相馬市鹿島区　右田浜キャンプ場）
およごもり （相馬市小泉　八坂神社）
海開き （相馬市　原釜尾浜海水浴場）

海開き （南相馬市原町区　北泉海水浴場）
海開き （南相馬市小高区　村上海水浴場）
相馬野馬追　宵祭 （相馬市　馬陵公園）
歴代相馬藩候墓前祭（南相馬市小高区　同慶寺）
相馬野馬追北郷本陣前夜祭
（南相馬市鹿島区　鹿島区民体育館前広場）

23
〃
〃

〃

〃
24

〃
〃
25

相馬野馬追 総大将出陣（相馬市 相馬中村神社）
相馬野馬追　出陣式 （南相馬市小高区内）
相馬盆踊りパレード
（南相馬市原町区　原ノ町駅前通り・旭公園）
相馬野馬追　宵乗

（南相馬市原町区　雲雀ヶ原祭場地）
相馬野馬追宵乗り行列 （南相馬市小高区内）
相馬野馬追　本祭り

（南相馬市原町区　雲雀ヶ原祭場地）
相馬野馬追帰り馬行列 （南相馬市小高区内）
火の祭 （南相馬市小高区　前川堤防沿い）
野馬懸 （南相馬市小高区　相馬小高神社）

相馬地方 イベントカレンダー イベントカレンダー 

相
馬
看
護
専
門
学
校
の
卒
業
式

が
３
月
３
日
、
同
校
で
行
わ
れ
、



再生紙使用

（平成１８年２月２１日～平成１８年３月２０日届出）

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

町民総ぐるみによる「環境美化運動」が３月２６
日の早朝に行われ、子どもからお年寄りまで約
２，５００人の町民が参加しました。
今回、拾い集められたゴミの量は、空き缶約１.８
トン、空きビン約２トン、燃えるゴミ約２.５トン、
その他の粗大ごみ等が約１トンにもなりました。ご
協力ありがとうございました。

（子供） （親） （地区）

隼之介
しゅんのすけ

目黒一雅・晴　美 小　川

朋
とも

花
か

高橋　保・早小利 大戸浜

芽　生
め 　 い

菅野　健・香　織 小　川

健　友
けん　すけ

菅野善広・絵里子 菅　谷

瑠　唯
る 　 い

千田勇司・真　美 中　里

咲　乃
さ き 　 の

泉　大祐・奈津江 新地町

★４月から編集室のメンバーが替わります。毎月紙面づ
くりに悪戦苦闘してきた私も今月号で異動となりまし
た。広報の取材を通して多くの町民のみなさんと出会え
たことは、私の宝となることでしょう。みなさんどうも
ありがとうございました。 (寺)
◆４月からも、みなさんに親しまれる広報紙づくりに取
り組んでいきます。新メンバー共々よろしくお願いしま
す。 （健）

（死亡者）（年齢） （地区）

黒澤　信子 49歳 埓　浜

河内すゑ子 78歳 富　倉

平　　久光 73歳 作　田

鴇田サダ子 87歳 菅　谷

（死亡者）（年齢）（地区）

池田カツイ 88歳 小　川

只野　チカ 93歳 渋　民

菅野　廣治 70歳 今　泉

門馬よし子 91歳 埓　浜

先月号の14ページ【わが家のアイドル】の「齋藤陽
菜（ゆな）ちゃん」は、正しくは、「齊藤陽菜（ひな）
ちゃん」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。


